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令和２年度都区財政調整
区側提案事項について

　

令
和
２
年
度
都
区
財
政
調
整
に
関
す

る
区
側
提
案
事
項
が
、
11
月
15
日
の
特

別
区
長
会
総
会
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
案
事
項
は
、
都
側
か
ら
出
さ
れ

た
提
案
事
項
と
と
も
に
、
12
月
２
日
に

開
催
さ
れ
た
都
区
財
政
調
整
協
議
会
に

示
さ
れ
、
同
協
議
会
幹
事
会
に
具
体
的

検
討
を
行
う
よ
う
下
命
さ
れ
ま
し
た
。

一　

検
討
の
経
過

　

特
別
区
長
会
は
、
本
年
６
月
に
来
年

度
の
都
区
財
政
調
整
に
向
け
た
基
本
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

　

内
容
と
し
て
は
、
児
童
相
談
所
の
設

置
に
よ
り
、
都
と
特
別
区
の
役
割
分
担

に
大
幅
な
変
更
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、

特
別
区
に
必
要
な
財
源
が
担
保
さ
れ
る

よ
う
、
影
響
額
に
応
じ
配
分
割
合
を
順

次
変
更
し
て
い
く
こ
と
、
自
主
・
自
律

的
な
区
間
調
整
の
一
環
と
し
て
、
現
行

算
定
の
妥
当
性
を
検
証
し
、
各
区
の
自

主
性
が
担
保
さ
れ
る
算
定
に
改
め
て
い

く
こ
と
、
を
基
本
と
す
る
も
の
で
す
。

　

提
案
は
、
こ
の
基
本
方
針
に
従
い
、

各
区
の
決
算
実
績
と
算
定
額
の
比
較
分

析
を
踏
ま
え
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
及
び
決
算

分
析
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ

れ
た
経
費
算
定
の
充
実
、
算
定
方
法
の

改
善
策
等
の
案
を
基
に
財
政
課
長
会
で

調
整
し
、
企
画
・
財
政
担
当
部
長
会
、

副
区
長
会
を
経
て
、
特
別
区
長
会
で
了

承
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
取
り
ま
と
め
で
は
、
標
準
区

経
費
の
見
直
し
と
し
て
、
廃
止
項
目
１

項
目
を
含
め
、
44
項
目
を
提
案
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
社
会
経
済
状
況
等
を

勘
案
し
、
今
後
の
状
況
変
化
に
応
じ
、

提
案
を
行
う
項
目
と
し
て
、
投
資
的
経

費
に
係
る
物
騰
率
算
出
方
法
の
見
直
し

な
ど
２
項
目
が
、
継
続
検
討
課
題
と
し

て
整
理
さ
れ
ま
し
た
。

二　

区
側
提
案
事
項
の
内
容

　

今
回
の
提
案
で
は
、
①
特
別
区
に
お

け
る
児
童
相
談
所
の
設
置
に
よ
り
、
都

と
特
別
区
の
役
割
分
担
に
大
幅
な
変
更

が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、
特
別
区
に
必
要

な
財
源
が
担
保
さ
れ
る
よ
う
、
影
響
額

を
確
実
に
配
分
割
合
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
、
②
都
区
間
の
財
源
配
分
の
課
題
と

特
別
区
相
互
間
の
財
政
調
整
の
課
題
と

を
明
確
に
区
分
し
、
現
行
算
定
の
見
直

し
と
配
分
割
合
の
変
更
事
由
を
混
同
し

な
い
よ
う
協
議
を
進
め
る
こ
と
、
③
幼

児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
へ
の
対
応
や

投
資
的
経
費
に
係
る
工
事
単
価
の
見
直

し
な
ど
特
別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
、
主

体
的
に
調
整
を
図
っ
た
区
側
提
案
を
基

本
に
、
当
該
年
度
の
あ
る
べ
き
需
要
が

適
切
に
算
定
さ
れ
る
よ
う
整
理
す
る
こ

と
、
④
特
別
交
付
金
、
減
収
補
填
対
策
、

都
市
計
画
交
付
金
に
つ
い
て
、
課
題
の

解
決
に
向
け
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
こ
と
、
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

区
側
が
具
体
的
に
算
定
内
容
の
改
善

等
を
求
め
た
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

◎�

特
別
区
の
実
態
を
踏
ま
え
た
、
標
準

区
経
費
の
見
直
し

・ 

新
規
提
案
20
項
目
（
児
童
相
談
所
関

連
経
費
な
ど
）

・ 

充
実
提
案
14
項
目
（
橋
り
ょ
う
維
持

補
修
費
な
ど
）

・ 

改
善
提
案
９
項
目
（
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
へ
の
対
応
な
ど
）

・ 

廃
止
提
案
１
項
目
（
ひ
と
り
親
家
庭

休
養
ホ
ー
ム
事
業
費
）

・ 

算
定
の
包
括
化
１
項
目
（
再
掲
）（
観

光
振
興
費
）

◎
個
別
懸
案
課
題
へ
の
対
応

・ 

特
別
交
付
金
の
割
合
の
見
直
し

・ 

都
市
計
画
交
付
金
の
あ
り
方
に
関
す

る
見
直
し　

な
ど

　

な
お
、
都
側
か
ら
は
、
算
定
内
容
の

廃
止
・
縮
減
を
中
心
に
７
項
目
の
提
案

が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
都
区
財
政
調
整
協
議
会
へ
の

報
告
に
向
け
、
同
幹
事
会
で
の
検
討
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

令和2年度都区財政調整区側提案取りまとめの概要

令和2年度都区財政調整協議に向けた大枠の方向性
（基本的な考え方）

① 役割分担の変更に応じ、配分割合を順次変更
② 自主・自律的な区間調整の反映

◎標準区経費の見直し
◎算定の簡素化・包括化

① 児童相談所の設置に伴う影響を配分割合に反映すること
② 現行算定の見直しと配分割合の変更事由を混同しないこと
③ 区側の主体的調整を基本に整理すること
④ 都区財政調整協議上の諸課題について見直しを行うこと

具体的な
取組

区側提案事項

算定内容改善等の提案

特別区長会方針（令和元年6月特別区長会総会決定）

◆ 特別交付金の割合の見直し
◆ 都市計画交付金のあり方に関する見直し　など

既算定経費の
全般的な

見直しなど

個別懸案課題への対応

◆ 単価･数量等の見直し：43項目
　・【新規】児童相談所関連経費など
　・【充実】橋りょう維持補修費など
　・【改善】幼児教育・保育の無償化
　　への対応など

◆廃止・縮減項目を提案：1項目
　・【廃止】ひとり親家庭休養ホーム
　　事業費

◆算定の包括化：1項目（再掲）
　・【充実】観光振興費

標準区経費の見直し：44項目

社
会
経
済
状
況
に
応
じ
た
対
応
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東京都予算に対する知事ヒアリングが
実施されました。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
都
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
、

都
知
事
と
の
公
開
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
11
月
21
日
、
東
京

都
庁
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
都
予
算
に
つ
い
て
は
７

月
31
日
に
23
項
目
の
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は

改
め
て
の
要
請
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
特
別
区
長
会
か
ら
山
﨑
孝
明
会
長
（
江

東
区
長
）、
武
井
雅
昭
副
会
長
（
港
区
長
）、
服
部
征

夫
幹
事
（
台
東
区
長
）、
濱
野
健
幹
事
（
品
川
区
長
）、

山
本
亨
幹
事
（
墨
田
区
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
山
﨑
会
長
か
ら
、
重
点
事
項
と
し

て
、
①
児
童
相
談
所
の
設
置
・
運
営
に
か
か
る
人

的
・
財
政
的
支
援
と
都
区
財
政
調
整
上
の
財
源
措

■
東
日
本
大
震
災
被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
の
御

礼
と
お
願
い
に
つ
い
て

■
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局

か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て

■
令
和
２
年
度
都
区
財
政
調
整
区
側
提
案
事
項
に
つ
い
て

■
税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
令
和
３
年
度
国
・
都
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要

望
に
つ
い
て

■
令
和
２
・
３
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
の

「
算
定
案
」に
つ
い
て

■
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
協
議
会（
11
／
１
開

催
）報
告
に
つ
い
て

■
特
別
区
長
会
調
査
研
究
機
構
理
事
会
の
概
要
に
つ

い
て

■
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
理
事
会
開
催
結
果

報
告
に
つ
い
て

■
東
京
都
予
算
に
対
す
る
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施

に
つ
い
て

■
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
係
る
対
応
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
特
別
区
長
会
補
正
予
算（
第
１
次
）に

つ
い
て

■
令
和
元
年
度
北
京
市
区
と
の
友
好
交
流
事
業
に
つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■
中
間
監
査
の
実
施
結
果
に
つ
い
て

■
令
和
元
年
度
第
３
回
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議

会
理
事
会
議
決
結
果
に
つ
い
て

■
関
東
市
議
会
議
長
会
理
事
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
会
の
概
要
に
つ
い
て

■
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
に

つ
い
て

■
議
長
会
研
修
視
察
に
つ
い
て

■
令
和
２
年
度
議
長
会
等
会
議
日
程（
案
）に
つ
い
て

■
令
和
２
年
度
議
長
会
関
係
役
職
等
の
選
任
の
考
え

方
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

置
、
都
区
の
連
携
に
よ
る
児
童
相
談
体
制
の
拡
充
②

都
区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
再
開
、
都
市
計
画
に

関
す
る
権
限
・
財
源
に
つ
い
て
の
協
議
の
実
施
③
大

規
模
水
害
等
、
災
害
時
の
自
治
体
間
の
連
携
や
広
域

対
応
の
在
り
方
の
具
体
策
④
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
と
区

民
生
活
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
区
長
か
ら
は
、
児
童
相
談
所
の
設
置
・

運
営
に
か
か
る
都
区
財
政
調
整
上
の
財
源
措
置
や
都

区
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
の
再
開
に
つ
い
て
、
重
ね

て
要
請
が
あ
り
、
ま
た
、
令
和
元
年
台
風
第
15
号
・

第
19
号
被
害
に
対
す
る
都
の
支
援
及
び
、
屋
外
喫
煙

所
の
設
置
、
放
置
自
転
車
対
策
の
た
め
の
都
有
地
の

活
用
に
つ
い
て
、
協
力
を
求
め
る
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

小
池
百
合
子
都
知
事
か
ら
は
、「
お
受
け
し
た
要
望

は
各
局
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
。
本
日
直
接
伺
っ

た
ご
意
見
・
ご
要
望
は
、
今
後
の
予
算
の
調
製
に
活

か
し
て
い
き
た
い
」
ま
た
、「
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
成
功
を
目

指
し
、
跳
躍
台
と
し
て
、
ま
た
東
京
が
大
き
く
飛
躍

を
し
た
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
方
向
性
を
皆
様
と
共
有

し
た
い
」
等
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、東
京
都
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
録
画
映
像
及
び
議
事
録
の
閲
覧
が

で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.zaim

u.m
etro.tokyo.jp/syukei1/

zaisei/02dantaiyobo_index.htm
l

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

ヒアリングの様子

11.15

区
長
会

11.18

議
長
会

令
和
元
年
11
月

区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等
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特
別
区
議
会
議
長
会
は
、
東
京
都
区

市
町
村
と
北
京
市
の
友
好
促
進
を
図
る

た
め
、
東
京
都
市
議
会
議
長
会
及
び
東

京
都
町
村
議
会
議
長
会
と
と
も
に
、
北

京
市
区
人
民
代
表
大
会
と
相
互
訪
問
交

流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
訪
中
の
年
に
当
た
り
、
三

議
長
会
で
組
織
す
る
友
好
代
表
団
一
行

９
名
（
団
長
：
平
田
み
つ
よ
し
会
長
・

葛
飾
区
議
会
議
長
）
が
、
10
月
25
日
か

ら
31
日
ま
で
の
７
日
間
、
北
京
市
及
び

広
州
市
を
訪
問
し
、
友
好
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

■�

北
京
市
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会

候こ
う
く
ん
じ
ょ

君
舒
副
主
任
と
会
見

　

友
好
代
表
団
一
行
は
、
訪
中
初
日
に

北
京
市
人
民
代
表
大
会
（
以
下
「
市
人

大
」
と
い
う
。）
を
表
敬
訪
問
し
、
候

君
舒
市
人
大
常
務
委
員
会
副
主
任
と
の

会
見
に
臨
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
候
副
主
任
か
ら
、
歓
迎

の
言
葉
の
後
、
次
の
よ
う
な
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
日
本
は
重
要
な
隣
国
で
あ
り
、
中

国
は
中
日
の
関
係
を
一
貫
し
て
重
要
視

し
て
い
る
。
今
年
６
月
に
は
習
国
家
主

席
が
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
に
出
席
し
、
安
倍

首
相
と
会
談
を
行
い
、
双
方
が
新
時
代

に
合
致
し
う
る
中
日
関
係
の
構
築
に
努

力
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
北
京
市
は
中
日

両
国
の
自
治
体
間
の
各
レ
ベ
ル
、
各
分

野
で
の
協
力
を
強
め
、
両
都
市
の
友
好

関
係
を
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

両
都
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
促
進

す
る
た
め
に
、３
つ
の
提
案
を
し
た
い
。

１
点
目
は
、
各
分
野
の
実
務
的
な
協
力

を
強
め
て
い
く
こ
と
、
２
点
目
は
、
引

き
続
き
、
議
会
間
で
の
交
流
を
保
ち
、

東京都特別区・市・町村議会議長会
友好代表団が北京市等を訪問

友
好
都
市
関
係
の
内
容
を
さ
ら
に
豊
か

な
も
の
に
す
る
こ
と
、
３
点
目
は
民
間

の
交
流
、
特
に
青
少
年
の
交
流
を
強
め

る
こ
と
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
１
９
８
０
年
代
の
初

め
か
ら
、
議
会
間
で
の
交
流
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
構
築
し
て
き
た
。
た
と
え
困
難

に
直
面
す
る
時
期
に
あ
っ
て
も
、
議
会

間
の
交
流
が
絶
え
た
こ
と
は
な
く
、
両

都
市
の
友
好
関
係
を
維
持
、
発
展
す
る

た
め
に
、
重
要
な
働
き
を
果
た
し
て
き

た
。
今
後
も
、
議
会
同
士
の
友
好
交
流

の
伝
統
を
継
承
し
、
都
市
管
理
、
福
祉

な
ど
様
々
な
分
野
に
つ
い
て
の
立
法
・

監
督
経
験
に
つ
い
て
相
互
に
学
び
な
が

ら
、
両
都
市
の
友
好
関
係
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
い
。

　

滞
在
中
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

す
る
。」

　

こ
れ
に
対
し
て
平
田
団
長
は
、
中
国

建
国
70
周
年
の
お
祝
い
を
述
べ
た
後
、

次
の
よ
う
な
答
礼
の
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。

　
「
本
年
は
東
京
都
と
北
京
市
の
友
好

都
市
締
結
40
周
年
の
節
目
の
年
で
あ
る
。

三
議
長
会
と
北
京
市
区
人
民
代
表
大
会

と
の
友
好
交
流
事
業
は
、
１
９
８
３
年

に
始
ま
り
、
今
回
で
17
回
目
の
北
京
市

訪
問
と
な
っ
た
が
、
両
都
市
の
友
好
関

係
は
、
歳
月
を
重
ね
る
ご
と
に
着
実
に

深
ま
り
と
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

北
京
市
は
、
人
口
が
２
千
万
人
を
超

え
、
世
界
有
数
の
大
国
の
首
都
・
世
界

都
市
と
し
て
、
着
実
に
発
展
を
続
け
て

お
り
、
２
０
２
２
年
の
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を

ひ
か
え
、
政
治
や
経
済
、
文
化
、
教
育

な
ど
中
国
の
中
心
地
と
し
て
、
さ
ら
な

る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
も
東
京
で
来
年
開
催
さ
れ

る
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
、
世
界
の
人
々
に
夢
と
希
望

を
与
え
る
こ
と
の
で
き
る
大
会
と
な
る

よ
う
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て
い
く
。

　

両
都
市
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
を
は
じ

め
様
々
な
分
野
で
さ
ら
に
交
流
の
歴
史

を
重
ね
、
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る
こ
と
を

強
く
願
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会
に
多
く

の
皆
様
と
友
好
交
歓
を
行
い
、
理
解
と

友
情
を
一
層
深
め
て
い
き
た
い
。」

■
友
好
代
表
団
の
視
察
及
び
交
流

　

訪
中
初
日
に
は
、
都
市
移
転
計
画
の

展
示
ホ
ー
ル
や
市
人
大
議
事
堂
を
、
２

日
目
、
３
日
目
は
、
中
国
の
シ
リ
コ
ン

バ
レ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
中ち
ゅ
う
か
ん
そ
ん

関
村
や
、
国

家
大
劇
院
、
北
京
市
都
市
計
画
展
示
館

な
ど
を
訪
問
し
、
北
京
市
の
ビ
ジ
ネ
ス

環
境
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
視
察
し

ま
し
た
。
ま
た
、
万
里
の
長
城
、
故
宮
、

前
門
大
通
り
を
巡
り
、近
代
化
や
観
光
、

緑
化
施
策
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
見
聞

を
広
め
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
豊ほ
う
た
い台
区
人
民
代
表
大
会

（
以
下
「
区
人
大
」
と
い
う
。）
を
表
敬

訪
問
し
、区
人
大
常
務
委
員
会
張ち
ょ
う
き
ょ
め
い

巨
明

主
任
ら
か
ら
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
開

発
中
の
麗れ
い
た
く澤
ビ
ジ
ネ
ス
エ
リ
ア
な
ど
を

視
察
し
た
後
に
開
催
さ
れ
た
歓
迎
昼
食

会
に
は
、
徐じ
ょ
せ
ん
う
ん

賎
雲
豊
台
区
共
産
党
委
員

会
書
記
も
出
席
し
、
大
変
和
や
か
な
雰

囲
気
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。そ
の
後
、

２
０
０
８
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会

場
と
な
っ
た
「
鳥
の
巣
」
や
、
世
界
有

数
の
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
「
ア
リ
ペ
イ
」

を
運
営
す
る
ア
ン
ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

を
視
察
し
ま
し
た
。

　

５
日
目
は
、
北
京
を
発
ち
、
広
州
市

を
訪
問
し
ま
し
た
。
広
州
市
で
は
、
広

東
省
人
民
代
表
大
会
（
以
下
「
省
人
大
」

と
い
う
。）
を
表
敬
訪
問
し
、
省
人
大

常
務
委
員
会
王お
う
が
く
せ
い

学
成
副
主
任
ら
か
ら
歓

迎
を
受
け
、
夕
食
会
で
、
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

　

６
日
目
と
最
終
日
は
、
Ｖ
Ｒ
や
Ａ
Ｉ

な
ど
の
ハ
イ
テ
ク
企
業
や
都
市
計
画
展

示
な
ど
、
広
州
市
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
や

ま
ち
づ
く
り
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

友
好
代
表
団
は
、
北
京
市
や
中
国
に

対
す
る
理
解
と
友
好
親
善
の
き
ず
な
を

深
め
、
帰
国
の
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

会見する平田団長（左）と
北京市人大常務委員会 候君舒副主任（右）

北京市豊台区人大常務委員会表敬訪問での記念撮影
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令
和
元
年
11
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
日
程
で
、

北
京
市
区
友
好
代
表
団
（
団
長 

孟も
う 

景け
い
い偉 

海
淀
区
常

務
副
区
長
）
一
行
９
名
が
訪
日
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

昭
和
56
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
北
京
市
と
の
友
好

交
流
事
業
」
と
し
て
、特
別
区
長
会
・
東
京
都
市
長
会
・

東
京
都
町
村
会
の
三
団
体
が
招
い
た
も
の
で
す
。

　

訪
日
２
日
目
に
は
、
代
表
団
は
、
山
﨑
孝
明
特
別

区
長
会
会
長（
江
東
区
長
）の
表
敬
訪
問
を
行
う
た
め
、

江
東
区
役
所
を
訪
れ
、
職
員
一
同
か
ら
「
熱
烈
歓
迎
」

を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
山
﨑
会
長
と
の
歓
談

の
中
で
は
、
江
東
区
に
暮
ら
す
中
国
人
な
ど
の
外
国

人
と
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン
ト
や
来
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
の
話
題
で
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
開
催
さ
れ
た
三
団
体
主
催
の
交
流
会
で

は
、
山
﨑
会
長
が
、「
今
回
の
代
表
団
の
訪
問
に
よ
り
、

日
本
と
中
国
、
東
京
と
北
京
の
友
好
親
善
が
よ
り
深

ま
る
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
」
と
の
挨
拶
を
行
い
、

会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
楊よ

う 

宇う

中
国
大

使
館
公
使
参
事
官
を
含
め
、
日
中
参
会
者
の
交
流
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
日
３
日
目
に
は
、「
江
東
区
立
有
明
西
学
園
」
を

視
察
し
、
施
設
の
説
明
を
受
け
た
後
、
木
の
ぬ
く
も

り
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
学
園
内
を
興
味
深
く
見
学

し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
代
表
団
は
、
東
京
滞
在
中
の
７
日
ま

で
に
、
東
京
都
市
長
会
会
長
（
清
水
庄
平
立
川
市
長
）

及
び
東
京
都
町
村
会
会
長
（
河
村
文
夫
奥
多
摩
町
長
）

を
表
敬
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
豊
洲
市
場
や
東
糀
谷

六
丁
目
工
場
ア
パ
ー
ト
（
Ｏ
Ｔ
Ａ
テ
ク
ノ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
）

等
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
日
以
降
は
、九
州
へ
の
地
方
視
察
を
行
い
、

精
力
的
に
友
好
交
流
の
目
的
を
果
た
し
、
帰
国
の
途

に
つ
き
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

特別区長会・東京都市長会・東京都町村会
北京市区友好代表団が来日

　

特
別
区
長
会

は
、
多
面
的
な

連
携
・
協
力
を

推
進
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
千

葉
県
市
長
会
・

山
梨
県
町
村
会

と
連
携
協
力
に

関
す
る
協
定
を

10
月
26
日（
土
）

に
締
結
し
ま
し

た
。

　

協
定
締
結
式
に
は
、
千
葉
県
市
長
会
か
ら
清
水
聖

士
会
長
（
鎌
ケ
谷
市
長
）、
山
梨
県
町
村
会
か
ら
は
佐

野
和
広
会
長
（
南
部
町
長
）、
特
別
区
長
会
か
ら
は
、

成
澤
廣
修
副
会
長
（
文
京
区
長
）
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

締
結
に
あ
た
り
、
成
澤
廣
修
特
別
区
長
会
副
会
長

か
ら
「
今
回
の
協
定
締
結
を
機
に
、
千
葉
県
市
長
会
、

山
梨
県
町
村
会
と
東
京
23
区
が
さ
ら
に
創
意
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
、
お
互
い
の
連
携
を
深
め
て
ま
い
り
た

い
」
と
発
言
が
あ
り
、
ま
た
、
千
葉
県
市
長
会
、
山

梨
県
町
村
会
か
ら
も「
東
京
23
区
、特
別
区
と
連
携
し
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
」
旨
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

　

協
定
締
結
は
、
北
海
道
町
村
会
、
京
都
府
市
長
会
・

京
都
府
町
村
会
、
青
森
県
市
長
会
・
青
森
県
町
村
会
、

千
葉
県
町
村
会
、
広
島
県
町
村
会
、
奈
良
県
町
村
会
、

群
馬
県
市
長
会
・
群
馬
県
町
村
会
・
埼
玉
県
町
村
会

と
合
わ
せ
、
13
団
体
３
７
２
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
） 千葉県市長会・山梨県町村会との連携協定締結式

三団体主催の交流会にて（代表団、来賓の駐日中国大使館公使参事官、
特別区長会・東京都市長会・東京都町村会の各会長）

特別区長会会長の表敬訪問にて

千
葉
県
市
長
会
・
山
梨
県
町
村
会
と

連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締
結

（
10
月
26
日
）
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「特別区全国連携プロジェクト」
の取り組みについて

　

特
別
区
長
会
と
特
別
区
協
議
会
は
、「
特
別
区
全
国

連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て
、
10
月
26
日

（
土
）
か
ら
27
日
（
日
）
の
２
日
間
、
東
京
駅
丸
の
内

Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
に
お
い
て
、
連
携
協
定
を
締
結
し
た
各

地
域
の
自
治
体
の
魅
力
や
特
色
を
広
く
発
信
す
る
場

と
し
て
、
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
（
土
）
は
、「
開
催
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。
特
別
区
長
会
及
び
連
携
協
定
締
結

自
治
体
の
各
首
長
と
内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

審
議
官
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
こ
の
よ
う
な
機
会
を
通

じ
、
23
区
と
全
国
各
地
域
が
手
を
携
え
、
と
も
に
発

展
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
だ
。」
と
の
認
識
で
一
致
し

ま
し
た
。

　
「
展
示
会
場
」
で
は
、北
海
道
、京
都
、青
森
、千
葉
、

広
島
、
奈
良
、
群
馬
、
埼
玉
、
東
京
23
区
の
観
光
案

内
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
陳
列
し
、
お
気
に
入
り

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

両
日
と
も
、
多
く
の
方
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ブ
ー
ス
に
は
、
参
加
全
自
治
体
の
紹
介
写
真
を
組

み
合
わ
せ
た
パ
ネ
ル
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
「
Ｘ
か
ら
の
挑
戦
状
」
の
ク
イ
ズ
を
解
く

た
め
に
パ
ネ
ル
の
地
図
や
写
真
を
指
し
な
が
ら
、
興

味
深
く
自
治
体
を
確
認
す
る
来
場
者
の
様
子
が
伺
え

ま
し
た
。

　

各
地
域
の
特
産
品
を
集
め
た「
物
産
展
会
場
」で
は
、

販
売
担
当
の
方
の
熱
心
な
説
明
を
聞
き
な
が
ら
試
食

や
試
飲
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、
特
産
品
を
買
い
求

め
る
方
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
の
べ
３
５
８
自
治
体
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
来
場
者
数
は
、
２
日
間
で
５
万
７
千

人
を
超
え
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
・
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

　

10
月
14
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
、

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト「
北
海
道
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ａ
グ
ル
メ
フ
ェ

ス
２
０
１
９
」
を
大
井
競
馬
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
設
け
て
、
パ
ネ
ル
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

に
よ
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た

ほ
か
、
特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
て

い
る
北
海
道
町
村
会
や
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賛

同
自
治
体
の
協
力
を
得
て
、
各
市
町
村
か
ら
提
供
を

受
け
た
観
光
情
報
、
食
文
化
な
ど
を
紹
介
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
多
く
の
来
場
者
の
方
で
賑
わ
い
、
北
海
道

の
人
気
グ
ル
メ
の
名
店
を
巡
り
な
が
ら
、
北
海
道
に

は
魅
力
的
な
場
所
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
こ
と
を
再
発
見

し
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

開催記念セレモニー

物産展会場の様子 展示会場の様子

パンフレットを手に取る人 クイズを解く人々

イベント会場の様子

PRブースの様子

令
和
元
年
度

第
１
回  

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

大
井
競
馬
場
で

 

魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
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特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
を
目
的
に
、「
第
２
期
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
と
東
京
23

区
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
、
令
和
元
年
12

月
に
閣
議
決
定
の
予
定
で
あ
る
「
第
２

期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
の
背
景
や
目
的
な
ど
に
つ

い
て
、
検
討
に
携
わ
っ
た
有
識
者
の

方
々
か
ら
講
演
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
担
当
の
方
か
ら
総
合
戦
略
の
概
要

に
つ
い
て
の
説
明
を
い
た
だ
き
、
地
方

創
生
の
新
た
な
推
進
の
方
向
性
、
東
京

23
区
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
と
し
ま
す
。

　

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

令
和
２
年
１
月
14
日
（
火
）

　

13
時
30
分
〜
17
時
（
予
定
）

◆
会
場

　

東
京
区
政
会
館
20
階
会
議
室

　
（
千
代
田
区
飯
田
橋
３
―

５
―

１
）

◆
参
加
対
象

　

 

23
区
関
係
者
、
そ
の
他
自
治
体
関
係

者
、
自
治
体
間
連
携
に
関
心
の
あ
る

企
業
・
団
体
関
係
者

◆
定
員

　

１
５
０
人
（
要
申
込
・
先
着
順
）

◆
参
加
費
用

　

無
料

◆
内
容
（
予
定
）

〇 

地
方
創
生
の
新
た
な
展
開
と
自
治
体

の
役
割

　

東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科

　

教
授　

松
原 

宏  

氏

〇
関
係
人
口
と
東
京
23
区

　

ソ
ト
コ
ト
編
集
長　

指
出 

一
正  

氏

○ 

第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
の
概
要
―

次
期
『
地
方
版

総
合
戦
略
』
の
展
開
に
向
け
て

　

 

内
閣
官
房
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
本
部
（
内
閣
府　

地
方
創
生
推
進

事
務
局
）
担
当
者

○ 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て

◆
主
催

　

特
別
区
長
会
、

　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆
連
携
協
力
（
予
定
）

　

北
海
道
町
村
会
、
京
都
府
市
長
会
、

　

京
都
府
町
村
会
、
青
森
県
市
長
会
、

　

青
森
県
町
村
会
、
千
葉
県
町
村
会
、

　

広
島
県
町
村
会
、
奈
良
県
町
村
会
、

　

群
馬
県
市
長
会
、
群
馬
県
町
村
会
、

　

埼
玉
県
町
村
会
、
千
葉
県
市
長
会
、

　

山
梨
県
町
村
会

◆
後
援
（
予
定
）

　

東
京
都

◆
申
込
期
限

　

令
和
２
年
１
月
６
日
（
月
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

特
別
区
協
議
会
事
業
部
事
業
推
進
課

　

 

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.tokyo-23city.or.jp/

）

の
本
講
演
会
案
内
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

☎
０
３
―

５
２
１
０
―

９
９
１
０

　（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

　

特
別
区
長
会
と
連
携
協
力
協
定
を
締

結
し
た
奈
良
県
町
村
と
の
連
携
事
業
と

し
て
、
東
京
区
政
会
館
１
階
に
て
展
示

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
で
は
、
の
ど
か
な
自
然
や

素
朴
な
風
景
が
残
り
、
悠
久
の
歴
史
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
奈
良
県
町
村
を

紹
介
し
ま
す
。
歴
史
あ
る
寺
社
仏
閣
や

柿
の
葉
寿
司
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
グ

ル
メ
な
ど
奈
良
県
は
魅
力
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
奈

良
県
の
特
産
品
販
売
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

い
た
し
ま
す
。

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
奈
良
の
素
晴
ら
し
さ

を
発
見
し
、
奈
良
と
の
交
流
を
深
め
て

い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

◆
展
示
期
間

　

令
和
２
年
１
月
７
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　

２
月
13
日
（
木
）

◆
展
示
時
間

　

平
日　
　

９
時
〜
20
時
30
分

　

土
曜
日　

９
時
〜
17
時

　
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
）

◆
展
示
会
場

　

 

東
京
区
政
会
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

◆
観
覧
料

　

無
料

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト

　

奈
良
県
の
特
産
品
を
販
売
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
１
月
23
日
（
木
）

　

11
時
〜
15
時

　

※
売
切
れ
次
第
終
了

◆
関
連
イ
ベ
ン
ト
会
場

　

 

東
京
区
政
会
館
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル

◆
主
催

　

特
別
区
長
会
、

　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

◆
連
携
協
力

　

奈
良
県
町
村
会

◆
後
援
（
予
定
）

　

東
京
都

　（
特
別
区
長
会
事
務
局
・

特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

特別区全国連携プロジェクト
「特別区全国連携プロジェクト」は、東
京を含む全国各地域がともに発展・成長
し、共存共栄を図ることを目的に、特別
区（東京23区）と全国の市町村が連
携・交流事業を行う取り組みとして、平
成26年９月に特別区長会が立ち上げた
プロジェクトです。

東京２３区が
全国各地域と
連携して進める
日本の元気づくり

第
２
回
全
国
連
携
展
示
（
奈
良
県
町
村
）

世
界
遺
産
に
ふ
れ　

日
本
始
ま
り
の
地

奈
良
を
め
ぐ
る

令
和
元
年
度

第
２
回
全
国
連
携
講
演
会
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「
茨
城
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
」
を
10
月
17
日
（
木
）
に

東
京
区
政
会
館
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
茨
城
県
の
魅
力
発
信
と
東
京
23

区
と
の
交
流
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
当

日
は
、茨
城
県
６
市
町
村
と
茨
城
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
「
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
」

が
出
店
し
、
特
産
品
や

物
産
品
の
販
売
、
観
光

情
報
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
大
変
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
は
、

茨
城
県
の
名
産
で
あ
る

焼
鯖
寿
司
や
し
ら
す
丼

等
を
販
売
し
、
昼
頃
に

は
長
い
行
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通

じ
て
多
く
の
方
に
茨
城

県
の
魅
力
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

な
お
、
台
風
19
号
で

被
災
し
た
常
陸
太
田
市
、

常
陸
大
宮
市
の
参
加
が

叶
わ
な
く
な
っ
た
た
め
、

被
災
状
況
の
お
知
ら
せ

と
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等

に
よ
る
両
市
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

◎
参
加
自
治
体

　

 

水
戸
市
、
日
立
市
、
鉾
田
市
、
茨
城
町
、
大
洗
町
、

大
子
町
、
茨
城
県
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
イ
バ
ラ

キ
セ
ン
ス
」

（
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

「茨城ふるさとフェア」を実施しました。

　

11
月
19
日
（
火
）
に
評
議
員
選
定
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

　

評
議
員
の
選
任
に
つ
い
て 

（
同
意
）

〇
平
田　

充
孝
氏
（
葛
飾
区
議
会
議
長
）
を
選
任

（
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

　

11
月
15
日
（
金
）
に
第
３
回
理
事
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

自
治
調
整
資
金
立
替
資
金
の
返
還
免
除 

（
決
定
）

２ 　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
就
業
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
程 

（
決
定
）

３ 　

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
非
常
勤
職
員
規

程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程 

（
決
定
）

４　

評
議
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て 

（
決
定
）

５　

令
和
元
年
度
上
半
期
事
業
報
告 

（
承
認
）

６ 　

代
表
理
事
及
び
業
務
執
行
理
事
の
職
務
執
行
状

況
の
定
期
報
告
【
令
和
元
年
度
上
半
期
分
】
に
つ

い
て 

（
承
認
）

（
特
別
区
協
議
会
総
務
部
）

フェアの様子② フェアの様子①

キッチンカーの様子 常陸太田市・常陸大宮市ＰＲブース

令
和
元
年
度
第
２
回
公
益
財
団

法
人
特
別
区
協
議
会
評
議
員
選

定
委
員
会
の
結
果

令
和
元
年
度

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会

第
３
回
理
事
会
の
結
果
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首都大学東京オープンユニバーシティ
飯田橋キャンパスより
1月開講講座のご案内です！！

●東京の交通の過去・現在・未来ーオリンピック・
　パラリンピックレガシーとMaaSを見据えてー�【講座コード：1941T016】

●熱血！�鉄道写真塾� 【講座コード：1941J004】

　世界最大の都市圏人口を持つ東京は、混雑と過密に苦
しみながらも、世界的にもユニークな交通システムを作
り上げてきました。この講座では、主として工学や経済
学の視点から、その歴史と現状を振り返るとともに、目
前に迫るオリンピック・パラリンピックの輸送対応やそ
のレガシー、IoT技術に支えられた新しい交通サービス
であるMobility as a Service（MaaS）の進展を踏ま
えた、東京の交通システムの将来を予想します。

　鉄道を撮っているが自分の写真に納得がいかない方、
また伸び悩みを感じている方など、向上心ある方々への
鉄道写真講座です。
　テーマに沿って毎回撮影された課題作品を、プロの厳
しい目から見た辛口の評価と助言で、あなたのスキル
アップの手助けをいたします。

●課題作品を見ながらの意見交換会
※持ち物：鉄道を被写体とした課題作品（写真データ2～3枚）
※写真データはUSBメモリなどに入れてお持ちください。
※ 第1回目のテーマは「赤」です。初回の講座には「赤」と

いうテーマに沿って鉄道を撮影したプリント（A4）と、そ
の写真のデータをお持ちください。

※ 写真の提出は必須ではありませんので、聴講のみの参加で
も構いません。

講　師：清水　哲夫（しみず　てつお）
　　　　首都大学東京  教授  都市環境学部
日　程：1/10～1/17　金曜2回
時　間：18：00～21：10
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

講　師：山﨑　友也（やまさき　ゆうや）
　　　　鉄道写真家
日　程：1/21～3/3　火曜4回
時　間：19：00～20：30
受講料：10,000円
場　所：飯田橋キャンパス（東京区政会館３階）

※特別区職員互助組合員の方はお申込みの際、
必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』
をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞
首都大学東京オープンユニバーシティ事務室
https://www.ou.tmu.ac.jp/web/
Tel. 03－3288－1050

（平日　9：00～17：30）
●パンフレットを無料送付いたします。

＊講座の概要については、首都大学東京オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。 （特別区協議会事業部）

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

�

休
館
の
お
知
ら
せ

　

年
末
年
始
及
び
蔵
書
点
検
の
た
め
、
左
記
の
期

間
は
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
休
館
中
は

資
料
の
貸
出
予
約
と
返
却
を
中
止
い
た
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
は
、ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
年
末
年
始
休
館

　

令
和
元
年
12
月
28
日（
土
）～

�

令
和
２
年
１
月
５
日（
日
）

▼
蔵
書
点
検
に
伴
う
休
館

　

令
和
２
年
１
月
20
日（
月
）～
26
日（
日
）

【
問
合
せ
先
】

　
（
公
財
）特
別
区
協
議
会　

事
業
部
調
査
研
究
課

　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
３
（
５
２
１
０
）
９
０
５
１

❀✿
　❀

❀
✿❀
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集客力を高めるチラシ・伝わる資料のつくり方（第５回） 　
～プロが教える企画提案から資料作成までのポイント～�　

対象：主任以下の職員

内容：①事業・イベント等の企画におけるポイントについて学ぶ。
　　　②企画内容などを相手にわかりやすく伝えるための紙面構成など資料作成のポイントについて学ぶ。
　　　③企画提案を相手にわかりやすく伝えるためのプレゼンテーション（説明）のポイントについて学ぶ。
　　　④区民の関心を集められるチラシのデザイン・レイアウト、キャッチコピーなどのポイントを学ぶ。

日時：2月12日（水）
　　　9：00〜17：00

特別区職員研修所からのご案内

2月の研修メニューを紹介します

特別区職員向けのページです。

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット（★）

専門研修

戸籍（中級）①②
①2月3日（月）～7日（金）
②2月18日（火）～20日（木）・
　26日（水）・27日（木）

同研修（初級）を修了し、戸籍事務を担当する職務経験２年程度の職員

まちづくり（基礎Ⅱ）①②
①2月上旬
②2月上旬

まちづくりに関連する事業を担当する職員

食品衛生 2月中旬 食品衛生監視業務に従事する職員

児童相談所関連研修

児童心理（実践） 2月下旬 子ども家庭支援センターを含む福祉関連施設等に勤務する心理職

ステップアップ研修

対話によるポジティブ・
アプローチ⑥

2/4（火）・5（水） 係長級以下の職員 ★主任の職員

クレーム対応⑧ 2/12（水） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

自治体経営研修

民間経営に学ぶ 2/13（木）
管理職及び係長級
の職員・受講を希
望する主任

★ 特別区で勤務する管理監督者層として、組織の課
題への対応に取り組む職員

サポート研修

地方公務員法⑥ 2/13（木） １級職の職員
★ 地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識

して職務を行いたい１級職の職員

講演会② 2/7（金） 全職員
★ 登壇講師の講演内容から職務上のヒントを得たい

という期待を持つ職員

※紙面の都合上、2月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込

期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
� （特別区職員研修所）
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特別区職員向けのページです。

特別区職員研修所からのご案内

　　令和元年度サポート研修

講演会（第２回）を実施します

※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や申込
期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。

※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
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東
京
23
区
に
は
、
不
燃
ご
み
処
理
セ

ン
タ
ー
が
２
か
所
、
粗
大
ご
み
破
砕
処

理
施
設
が
１
か
所
あ
り
ま
す
。
東
京

二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
で
は
、

こ
れ
ら
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を
行
い
、

ご
み
を
破
砕
し
減
容
化
す
る
処
理
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
の
不
燃
・

粗
大
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。施

設
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

　

可
燃
ご
み
は
、
清
掃
工
場
が
東
京
23

区
に
19
か
所
と
分
散
し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
た
め
、
工
場
へ
の
直
接
輸
送
に
よ

る
、
安
定
か
つ
効
率
的
な
運
搬
体
制
が

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
不
燃
ご
み
処
理
セ

ン
タ
ー
は
、
東
京
23
区
に
中
央
防
波
堤

内
側
埋
立
地（
以
下「
中
防
」と
い
う
。）

と
京
浜
島
に
あ
る
２
か
所
の
み
で
す
。

さ
ら
に
、
ど
ち
ら
も
臨
海
部
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
一
部
の
区
で
は
中
継
所
を
設

置
し
、
コ
ン
テ
ナ
車
や
船
舶
に
積
み
替

え
る
「
中
継
輸
送
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

船
舶
で
運
ば
れ
た
不
燃
ご
み
は
、
揚
陸

施
設
で
大
型
車
に
積
み
替
え
ら
れ
て
、

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
運
ば
れ
ま

す
。

　

ま
た
、粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
は
、

東
京
23
区
に
中
防
の
１
か
所
の
み
で
す
。

中
継
所
が
あ
る
区
で
は
、
小
さ
な
収
集

車
か
ら
大
型
車
両
に
積
み
替
え
て
中
継

輸
送
し
ま
す
。中
継
す
る
こ
と
に
よ
り
、

輸
送
効
率
の
向
上
、
交
通
渋
滞
の
緩
和

や
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
の
低
減

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

不
燃
ご
み
の
処
理
過
程

①  

供
給
コ
ン
ベ
ヤ

　

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
の
受
入
ヤ

ー
ド
に
搬
入
さ
れ
貯
留
さ
れ
た
不
燃
ご

み
を
破
砕
機
に
送
り
ま
す
。
不
燃
ご
み

の
中
に
含
ま
れ
る
危
険
物
な
ど
を
監
視

員
が
確
認
し
、
取
り
除
き
ま
す
。

②  
回
転
式
破
砕
機

　

高
速
回
転
す
る
ハ
ン
マ
ー
で
、
不
燃

ご
み
を
一
辺
の
長
さ
15
㌢
以
下
に
破
砕

し
ま
す
。
破
砕
機
内
部
に
蒸
気
を
吹
き

込
ん
で
酸
素
濃
度
を
下
げ
、
ス
プ
レ
ー

缶
な
ど
に
よ
る
可
燃
性
ガ
ス
の
爆
発
を

防
ぎ
ま
す
。

③  

磁
選
機

　

電
磁
石
と
永
久
磁
石
を
併
用
し
、
破

砕
さ
れ
た
不
燃
ご
み
の
中
の
鉄
分
を
吸

着
さ
せ
て
、
選
別
し
ま
す
。

④  

ふ
る
い
選
別
機

　

磁
選
機
で
選
別
し
た
後
の
不
燃
ご
み

を
円
形
筒
の
回
転
ふ
る
い
に
か
け
、
陶

磁
器
く
ず
な
ど
の
細
か
い
不
燃
物
を
選

別
し
ま
す
。

⑤  

ア
ル
ミ
選
別
機

　

通
常
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
磁
石
に
近

付
け
て
も
吸
着
や
反
発
し
ま
せ
ん
が
、

高
速
回
転
す
る
強
力
な
磁
石
に
近
づ
け

る
と
反
発
力
が
生
じ
ま
す
。
こ
の
力
を

利
用
し
て
、
不
燃
ご
み
の
中
の
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
飛
ば
し
て
選
別
し
ま
す
。

※ 

こ
の
選
別
の
流
れ
は
概
略
で
す
。
磁

選
機
・
ア
ル
ミ
選
別
機
な
ど
は
１
か

所
だ
け
で
は
な
く
、複
数
あ
り
ま
す
。

　

 

ま
た
、
鉄
・
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
以
外
の

不
燃
物
（
ガ
ラ
ス
・
陶
磁
器
類
）
と

そ
の
他
ご
み
は
、埋
立
処
分
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
の
処
理
過
程

①  

処
理
前
の
選
別
作
業

　

多
く
の
区
で
は
粗
大
ご
み
を
中
継
輸

送
す
る
際
、
木
製
家
具
や
布
団
な
ど
の

可
燃
系
粗
大
ご
み
と
、
金
属
製
な
ど
の

不
燃
系
粗
大
ご
み
と
に
選
別
し
て
、
粗

大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
に
輸
送
し
て
い

ま
す
。
受
入
ヤ
ー
ド
で
は
、
運
ば
れ
た

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
、
ス
プ
リ
ン
グ
マ

ッ
ト
類
や
金
属
製
品
等
、
破
砕
処
理
に

向
か
な
い
粗
大
ご
み
を
取
り
除
く
な

ど
、
作
業
員
が
さ
ら
に
手
作
業
で
選
別

東京23区の不燃・粗大ごみは
どうやって処理される？

非磁性物

磁選機ベルト　　進行方向

鉄 心

磁性物

永久磁石

ごみの流れ

不燃物

ベルト進行方向

アルミニウム

受入ヤードの搬入風景
高速回転するハンマー

磁選機での処理方法

アルミ選別機での処理方法
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し
ま
す
。
手
選
別
さ
れ
た
ス
プ
リ
ン
グ

マ
ッ
ト
は
別
系
統
で
処
理
さ
れ
、
ま
た

手
選
別
さ
れ
た
金
属
製
品
は
そ
の
ま
ま

再
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

②  

回
転
式
破
砕
機
（
縦
軸
）

　

選
別
作
業
を
終
え
た
粗
大
ご
み
を
破

砕
機
に
投
入
し
ま
す
。
破
砕
機
の
中
で

高
速
で
回
転
す
る
鋳
鉄
製
の
ハ
ン
マ
ー

で
、
粗
大
ご
み
を
一
辺
の
長
さ
15
㌢
以

下
に
破
砕
し
ま
す
。
そ
の
後
、
磁
選
機

で
細
か
く
な
っ
た
ご
み
か
ら
鉄
分
を
選

別
し
て
回
収
し
ま
す
。

③  

破
砕
さ
れ
た
粗
大
ご
み
の
処
理

　

粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設
で
は
、
火

災
防
止
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
強
風

の
時
に
破
砕
さ
れ
た
ご
み
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
、ご
み
が
排
出
さ
れ
る
際
に
、

破
砕
ご
み
の
排
出
口
で
大
量
の
水
を
か

け
て
い
ま
す
。

　

細
か
く
破
砕
処
理
さ
れ
た
粗
大
ご
み

の
う
ち
、
焼
却
で
き
る
も
の
は
清
掃
工

場
に
運
搬
し
て
焼
却
し
ま
す
。
焼
却
に

適
さ
な
い
も
の
は
埋
立
処
分
さ
れ
ま
す
。

処
理
過
程
で
生
ま
れ
る
資
源

　

不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
破

砕
さ
れ
た
不
燃
ご
み
か
ら
鉄
・
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
、
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
施
設

で
は
、
破
砕
処
理
さ
れ
る
前
の
粗
大
ご

み
と
破
砕
さ
れ
た
粗
大
ご
み
か
ら
鉄
を

資
源
と
し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
選
別
機
を
用
い
て
回
収
で

き
る
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は
、
実
際
に

ご
み
に
含
ま
れ
て
い
る
金
属
量
の
一
部

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
資
源
と
な
る
飲
食
用

の
缶
や
小
型
家
電
な
ど
は
、
ご
み
で
は

な
く
、
き
ち
ん
と
分
別
し
て
資
源
回
収

に
出
す
こ
と
が
大
切
で
す
。

正
し
く
分
別
し
な
い
と
…

　

不
燃
ご
み
と
し
て
ス
プ
レ
ー
缶
、
カ

セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
出

す
場
合
に
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
空

に
し
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
身

が
残
っ
て
い
た
た
め
に
、
ご
み
収
集
車

の
中
や
不
燃
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
で
爆

発
や
火
災
が
発
生
し
、
職
員
が
怪
我
を

す
る
事
故
も
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
収
集
車
や
設
備
を
修
理
す
る
費
用

も
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

安
全
で
安
定
的
な
施
設
運
営
の
た
め

に
、
ご
み
の
正
し
い
分
別
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

総
務
部
総
務
課
）

平成30年度　資源回収実績 単位：トン

ごみ搬入量 鉄回収量 アルミニウム回収量

中防不燃ごみ処
理センター 42,708 4,254（10.0%） 653（1.5%）

京浜島不燃ごみ
処理センター 14,901 2,910（19.5%） 478（3.2%）

粗大ごみ破砕処
理施設 75,574 10,813（14.3%） －

売 却 収 入 金 額 
※万円未満四捨五入 － 2億1,853万円 1億1,278万円

（　）内はごみの搬入量に対する回収率

約2か月の破砕量は約9,000トンで、鋳鉄
製のハンマーがこんなに擦り減ります。

破砕された粗大ごみ

回収した鉄分の貯留ヤード

ホームページコンテンツ
「ごみ怪獣から町をすくえ！」
キャラクター「キング・ソーダイ」

平成 30年度に
多く出された粗大ごみは
第１位…箱物家具（タンス等）
第２位…ふとん
第３位…いす（ソファー）

なんだドン！！
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【今年の東京大賞典はフジテレビで生中継！】
　東京大賞典は、一年の総決算として行われる年の瀬のビッグ
イベントで、毎年12月29日に実施しています。2011年からは地
方競馬初の国際 GⅠ（国際競走） に格上げとなったことで、日本
全国から集結したダートグレード戦線の実績馬に加えて海外馬
の参戦が可能になり、その年のNO.1を決める真のグランプリ
レースとなりました。
　当日はレース以外にも、今年度のTCKイメージキャラクター
を務める中村倫也さん、賀来賢人さん、大谷亮平さんの3人が
勢揃いし、トークショーを実施するなど、イベントも盛りだく
さんになっています。
　また、今年の東京大賞典はフジテレビ（関東ローカル）とＢＳ
フジで生中継します。ダートNO.1を決める熱い戦いをお茶の間でも観戦できます。
　今年の締め競馬は東京大賞典で！

【食べログラーメン百名店をはじめとした人気店のラーメンが楽しめる！】
　TCKの年末開催は、12月25日～27日、29日～31日となります。
　12月25日～27日は今年最後のトゥインクルレース（ナイター競馬）
となり、29日～31日は3日連続の重賞を行い、最後まで熱い戦いが繰
り広げられます。

　年末開催の予定は、以下のとおりです。
　　12月25日（水）～ 27日（金）　トゥインクルレース（ナイター開催）
　　12月29日（日）～ 31日（火）　プチトゥインクル（薄暮開催）

　また、年末開催中は毎年恒例の冬のグルメイベントを実施。今年
は、国内最大級の口コミグルメサイト「食べログ」とコラボし、「ラー
メンフェス2019＠TCK supported by 食べログ」を開催します。食べ
ログラーメン百名店2019選出店をはじめ、食べログ★3.5以上の人気
店10店舗が大井競馬場に集結します。しょうゆ、みそ、しお、坦々麺
など、各ジャンルの人気店の味を楽しめる大チャンスとなっています。
　行ってみたいあのお店も、もう一度行きたいあのお店も、一度に
まとめて楽しめるTCKのラーメンフェスにぜひお越しください。

※今回ご紹介した内容の詳細については、TCKホームページに掲載予定です。
 （特別区競馬組合開催サービス課）

今年最後のダート頂上決戦、東京大賞典（ＧⅠ）！

	 開 催成績	 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数
１　日　平　均 前年度同時期対比（１日平均）

売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額
11 9/30～10/4 7,837,160,060円 882,431人 1,567,432,010円 176,486人 8,880円 127.4% 96.2% 132.3%
12 10/14～10/18 5,659,663,280円 795,186人 1,131,932,660円 159,037人 7,120円 88.5% 115.5% 76.7%
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●特別区競馬組合競馬事務局開催サービス課 TEL（3763）2170　ホームページhttp://www.tokyocitykeiba.com/
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●無料バスのご案内
①大井町線（京急・東急バス）
　往路：JR大井町駅（中央口東・7番停留所）
　復路：正門3番乗り場より運行
②大森線（京急バス）★TCK開催中のみ運行
　往路：JR大森駅（東口・C7番停留所）京急大森海岸駅経由
　復路：正門2番乗り場より運行
③錦糸町線（はとバス）　★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　往路：JR錦糸町駅（南口） 復路：北門横バス乗り場より運行
●復路のみの無料バスのご案内
①品川駅経由目黒線（都バス・品93系統路線バス）
　復路：正門1番乗り場より運行
②JR品川駅直行バス（都バス）★トゥインクルレース開催及び年末開催中のみ運行
　復路：正門1番乗り場より運行

●その他の交通機関のご案内（有料）
　東京モノレール「大井競馬場前」駅
　下車、徒歩2分
　京浜急行「立会川」駅（急行停車）
　下車、徒歩12分

■駐車場のご案内
　第1駐車場1,471台
　料金：1日1台につき車1,000円、
　オートバイ200円 ※第2、3駐車場
　は混雑時のみ営業します。

■交通のご案内
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1月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

TCK女王盃（JpnⅢ）
●1月22日（水）
●1,800m
年明け最初の重賞は、牝馬のダートグレード競走です。全国から集まった女傑
が、真冬のダート女王の座を目指します。このところはJRA所属馬の攻勢が
続いており、地方所属馬の奮起にも期待が寄せられます。

2月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

金盃（SⅡ）
●2月5日（水）
●2,600m
2015年から2,600m
に変更し、国内最長距離
で争われるダート重賞と
なりました。古馬（4歳

以上）のトップクラスが集まり春の重賞戦線に向けて始動
します。長距離ならではのペース配分や位置取りが勝敗を
分ける場合も少なくなく、トップジョッキーたちの腕比べ
も見逃せないポイントです。

雲取賞（SⅢ）
●2月6日（木）
●1,800m
2018年まで準重賞とし
て実施していましたが、
2019年から重賞に格上
げされました。TCKで

行う年明け最初の3歳重賞となり、雲取賞→京浜盃→南関
東3歳クラシック三冠レースと続く路線を確立しました。

フジノウェーブ記念（SⅢ）
●2月26日（水）
●1,400m
TCKの名馬「フジノ
ウェーブ号」の功績を
たたえ、同馬が4連覇
した「東京スプリング

盃」を「フジノウェーブ記念」に改称し実施しています。
TCK唯一の1,400mの重賞で、４月の短距離レースの
大一番「東京スプリント」に向けて、有力馬が数多く出
走します。

TCK女王盃

フジノウェーブ記念

浦和競馬開催

船橋競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催 川崎競馬開催

大井競馬開催

金盃 雲取賞

浦和競馬開催

大井競馬開催 大井競馬開催
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